
  
  

   

 

株式会社リクルートマーケティングパートナーズ（本社：東京都品川区  代表取締役社長：山口 文洋）が企画制作する中古車情報
メディア『カーセンサー』は、この 1年で掲載された約 7,500モデルの車の中から、ユーザーの購入意欲の高さに着目し、ラン
キングを実施しました。その結果、ユーザーの関心を最も集めたのは 2年連続で「マツダ RX-8」となりましたので、分析や年代
別・全国地域別ランキングとともに報告します。 
■カーセンサー・カー・オブ・ザ・イヤー 2018は「マツダ RX-8」 

カーセンサーが保有する膨大なデータをもとに、中古車市場でユーザーの購入意欲が最も
高かった車種が何かを探る「カーセンサー・カー・オブ・ザ・イヤー」。第 5 回目となる今
回、イヤーカーの栄誉に輝いたのは「マツダ RX-8」でした。同車は過去のランキングで常に
上位にランクインしており（2014 年 2 位、2015 年 1 位、2016 年 2 位、2017 年 1 位）、
2 年連続でのトップとなりました。マツダが独自に開発したロータリーエンジンを搭載した 4
人乗りのスポーティなクーペで、後席の乗降性にも優れる観音開きの 4 ドアが特徴的なモデ
ルです。 
■カーセンサー・カー・オブ・ザ・イヤー 2018 TOP10 

順位 メーカー 車種（生産年） ボディタイプ 昨年順位 
1 位 マツダ RX-8（2003～2012 年） クーペ 1 位 
2 位 マツダ CX-5（2016 年～） クロカン/ＳＵＶ 73 位 
3 位 トヨタ アルファード（2015 年～） ミニバン 2 位 
4 位 スバル レガシィツーリングワゴン（2003～2009 年） ステーションワゴン 4 位 
5 位 スズキ ジムニー（1987～1998 年） 軽自動車 28 位 
6 位 ミニ ミニ（2002～2007 年） ハッチバック 13 位 
7 位 スズキ ワゴン R（1998～2003 年） 軽自動車 16 位 
8 位 BMW 3 シリーズ（2005～2011 年） セダン 9 位 
9 位 ホンダ オデッセイ（2003～2008 年） ミニバン 30 位 

10 位 ダイハツ コペン（2002～2012 年） 軽自動車 14 位 

ボディタイプ別に見ると、昨年は TOP10 にクロカン/SUV が 4 種、軽自動車 0 種だったのに対し、今年はクロカン
/SUV が 1 種に減って軽自動車が 3 種ランクインしているのが特徴です。また、個別のモデルでは、2 位「マツダ CX-
5」や 5 位「スズキ ジムニー」などが、昨年から大きく順位を伸ばして上位にランクインしました。 

■（参考）カーセンサー・カー・オブ・ザ・イヤー 2017 TOP10 
順位 メーカー 車種（生産年） ボディタイプ 順位 メーカー 車種（生産年） ボディタイプ 

1 位 マツダ RX-8（2003～2012 年） クーペ 6 位 トヨタ ハリアー（2013 年～） クロカン/ＳＵＶ 
2 位 トヨタ アルファード（2015 年～） ミニバン 7 位 トヨタ ランドクルーザープラド（2009 年～） クロカン/ＳＵＶ 
3 位 トヨタ ヴェルファイア（2015 年～） ミニバン 8 位 三菱 アウトランダーPHEV（2012 年～） クロカン/ＳＵＶ 
4 位 スバル レガシィツーリングワゴン（2003～2009 年） ステーションワゴン 9 位 BMW 3 シリーズ（2005～2011 年） セダン 

5 位 トヨタ フォレスター（2012 年～） クロカン/ＳＵＶ 10 位 
ホンダ 
スバル 

フリード（2016 年～） 
レガシィ B4（2003～2009 年） 

ミニバン 
セダン 

■カーセンサー・カー・オブ・ザ・イヤー特設サイト https://www.carsensor.net/pro/cs_coty/ 
 

 

 

 

 

 

 

 カーセンサー・カー・オブ・ザ・イヤー 2018 
ユーザーが最も注目したのは 2年連続で「マツダ RX-8」 

～TOP10の他、年代別・全国地域別ランキングもご紹介～ 

2018 年 12 月 12 日 

【本件に関するお問い合わせ先】  
https://www.recruit-mp.co.jp/support/press_inquiry/ 

※選考方法： 
2017 年 11 月 1 日～2018 年 10 月 31 日の 1 年間においてカーセンサーnet に掲載されたすべてのモデルのうち 
❶上記の期間中でカーセンサーnet に掲載された総台数  
❷ユーザーから寄せられた問い合わせの総件数 
❸掲載された 1 台当たりの問い合わせ集中率 
以上の要素を独自のルールでポイント化し、ポイント数が最も高かったモデルをその年のイヤーカーとする 

リクルートマーケティングパートナーズはこれからも、ひとりひとりにあった「まだ、ここにない、出会い。」を届けることを目指していきます 

マツダ RX-8 

マツダ CX-5 

スズキ ジムニー 

https://www.carsensor.net/pro/cs_coty/
https://www.recruit-mp.co.jp/support/press_inquiry/
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カーセンサー・カー・オブ・ザ・イヤー 2018に対する 
カーセンサー編集長 西村 泰宏の見解 

■若年層から厚い支持！ 気軽に選べるスポーツカー「マツダ RX-8」 
平成最後のカーセンサー・カー・オブ・ザ・イヤーでは「マツダ RX-8」が 2 年連続 3 度目の 1 位を獲得しまし

た。2003 年の発売当初より評価が高いモデルで、2012 年に生産終了してから 6 年がたちますがまだ在庫が比較的
多く流通しているため中古車平均価格が 75.3 万円（2018 年 11 月時点）と手頃です。そのため、10 代・20 代のラ
ンキングではともに 1 位を獲得しています。実際に購入したユーザーの声では、「気軽に選ぶことができるマニュア
ルのスポーツカー」「家族でも乗れる後席の乗降性や居住性の良さ」などが挙がっています。 

■TOP10は新車人気モデルの人気の高さやガソリン価格の上昇によるコスト意識が影響！ 
2 位の「マツダ CX-5」は、2016

年にフルモデルチェンジしたばかり
の最新 SUV で、発売から 1 年がた
ち掲載台数が増加し始めています。
今回は早くも 2 位にランクインし
たことからその人気がうかがえま
す。現在、中古車市場では燃料価格
が安いディーゼルエンジンのモデル
が流通の 6 割以上を占めており、
ガソリン価格が上昇したこの 1 年は、人気の SUV タイプの中でも注目を集める要因になったと推察できます。5 位
の「スズキ ジムニー」は、平成初期の 1987～98 年まで生産されたモデルがラインクインしています。今年、新型
のジムニーが 20 年ぶりにモデルチェンジして発売されたことで大きな注目を浴びましたが、同時に過去のジムニー
たちにも光が当たった結果となりました。TOP10 には、軽自動車や低年式のモデルが多くランクインしました。こ
れはガソリン価格の上昇が影響し、購入にかかる初期費用や日々の維持費を意識した結果と言えそうです。 

■ 「年代別ランキング」 年代ごとで特徴や違いが顕著！ 環境や志向で異なるクルマ選び 
10～20 代のランキングでは、平成を代表するスポーツモデルがずらりと並びました。発売から年数がたち価格が

こなれているため、手頃に購入できる点が特徴です。30～40 代では、年式も新しい現行型で、SUV やミニバン、ス
テーションワゴンなど、人や物がたくさん載せられるタイプが支持されています。50～60 代は、スーパーカーに憧
れて育った世代でもあり、子育てなどの制約からも解放されているケースが多いため、ライフスタイルに合わせて
様々な車種がランクインしています。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ プロフィール 
 
 
 
 
 

 

リクルート自動車総研所長 兼 カーセンサー編集長 西村 泰宏（にしむら やすひろ） 
  
2005 年新卒でリクルートに入社。2015 年、自動車事業本部 編集グループに異動。 『カーセンサ
ー』本誌の編集とリニューアルプロジェクトの推進を行う。 ネットコンテンツなども含め、全体のデ
スク業務を担当。2017 年 4 月よりカーセンサー編集長、2018 年 4 月よりリクルート自動車総研所
長に就任。 

C クーペ H ハッチバック C／S クロカン／SUV K 軽自動車 M ミニバン

SW ステーションワゴン S セダン O オープン ※ 同率順位

順位 10代 車種（生産年） 20代 車種（生産年） 30代 車種（生産年）

1 マツダ RX-8（2003～2012年） C マツダ RX-8（2003～2012年） C 日産 セレナ（2016年～） M
2 トヨタ アルテッツァ（1998～2005年） S トヨタ 86（2012年～） C ホンダ ステップワゴン（2015年～） M
3 トヨタ チェイサー（1996～2001年） S マツダ CX-5（2016年～） C／S マツダ CX-5（2016年～） C／S
4 日産 シルビア（1999～2002年） C スバル BRZ（2012年～） C ホンダ オデッセイ（2013年～） M
5 トヨタ クラウンアスリート（2003～2008年） S スバル インプレッサスポーツ（2011～2016年） H マツダ アクセラスポーツ（2013年～） H
6 トヨタ 86（2012年～） C スバル インプレッサSTI（2000～2007年） S トヨタ ランドクルーザープラド（2009年～） C／S
7 日産 フーガ（2004～2009年） S マツダ アクセラスポーツ（2013年～）※ H マツダ プレマシー（2010～2017年） M
8 日産 180SX（1989～1998年） C スバル レガシィB4（2003～2009年）※ S ホンダ フリード（2016年～） M
9 トヨタ セリカ（1999～2006年） C マツダ CX-5（2012～2016年）※ C／S スバル フォレスター（2012～2018年） C／S

10 マツダ ロードスター（1998～2005年） O スバル インプレッサハッチバック（2007～2011年）※ H 三菱 デリカD：5（2007年～） M

順位 40代 車種（生産年） 50代 車種（生産年） 60代 車種（生産年）

1 マツダ MPV（2006～2016年） M BMW 3シリーズツーリング（2012年～） SW トヨタ シエンタ（2003～2015年） M
2 日産 GT-R（2007年～） C ポルシェ 911（2011年～） C スバル レガシィツーリングワゴン（2003～2009年） SW
3 スバル レガシィツーリングワゴン（2003～2009年） SW メルセデス・ベンツ Eクラス（2002～2009年） S トヨタ クラウンロイヤル（2003～2008年） S
4 BMW 2シリーズグランツアラー（2015年～） M スバル レガシィツーリングワゴン（2003～2009年） SW 日産 リーフ（2010～2017年） H
5 BMW 3シリーズツーリング（2012年～）※ SW BMW 3シリーズ（2005～2011年） S レクサス HS（2009年～） S
6 メルセデス・ベンツ Gクラス（1990～2018年）※ C／S 三菱 アウトランダーPHEV（2012年～） C／S BMW 5シリーズツーリング（2010～2017年） SW
7 ボルボ V60（2011～2018年） SW スバル フォレスター（2002～2007年） C／S メルセデス・ベンツ Eクラス（2009～2016年） S
8 トヨタ アルファード（2015年～） M ホンダ S660（2015年～） K メルセデス・ベンツ Sクラス（2013年～） S
9 BMW 2シリーズアクティブツアラー（2014年～） H BMW 1シリーズ（2011年～） H BMW 5シリーズ（2010～2016年） S

10 ポルシェ 911（2004～2011年） C ポルシェ 911（2004～2011年） C アウディ A4（2008～2016年） S

ボディ
タイプ

ボディ
タイプ

ボディ
タイプ

ボディ
タイプ

ボディ
タイプ

ボディ
タイプ
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カーセンサー・カー・オブ・ザ・イヤー 2018 「地域別ランキング」 
地域別ランキングの詳細についてはお問い合わせください 

●東海 
1位 BMW 3シリーズ（2012年～） 
2 位 マツダ CX-5（2016 年～） 
3 位 マツダ アテンザワゴン（2012 年～） 

4 位 BMW 3 シリーズツーリング（2012 年～） 
5 位 トヨタ 86（2012 年～） 

ボディタイプはバラエティに富んでいますが、いず
れも年式は新しい現行型となっています。 
 
 
 
 
 

●北海道 
1位 スバル レガシィ B4（2003～2009年） 
2 位 スバル レガシィツーリングワゴン（2003～2009 年） 

3 位 日産 エクストレイル（2000～2007 年） 

4 位 スバル フォレスター（2002～2007 年） 
5 位 日産 GT-R（2007 年～） 

雪道を走ることが想定されているため、4WD のモ
デルが上位を占める結果となりました。 
 
 
 

●東北 
1位 ホンダ CR-Z（2010～2017年） 

2 位 スバル レガシィツーリングワゴン（2003～2009 年） 
3 位 スバル WRX（2014 年～） 

4 位 スバル レヴォーグ（2014 年～） 
5 位 トヨタ プリウス PHV（2012～2016 年） 

スバルが根強く人気ですが、全体的に年式の新しい
モデルが注目されています。 
 
 
 ●北関東 
1位 ホンダ S660（2015年～） 

2 位 マツダ RX-8（2003～2012 年） 

3 位 トヨタ チェイサー（1996～2001 年） 

4 位 スバル レガシィツーリングワゴン（2003～2009 年） 
5 位 スバル インプレッサハッチバック（2007～2011 年） 

スポーティなクルマが上位を独占しており、年式よ
りも走りに主眼が置かれている傾向です。 
 
 
 

●北陸・甲信越 
1位 ホンダ オデッセイ(2003～2008年) 

2 位 スバル フォレスター（2012～2018 年） 
3 位 スバル レガシィツーリングワゴン（2003～2009 年） 
4 位 マツダ CX-5（2016 年～） 
5 位 日産 スカイライン（2013 年～） 

ミニバン、SUV、ステーションワゴンと、人や物
の積載量が多い実用的なモデルが上位に入ってい
ます。 
 
 
 
 

●関東 
1位  マツダ RX-8（2003～2012年） 
2 位 メルセデス・ベンツ G クラス(1990～2018 年) 

3 位 BMW 3 シリーズ（2005～2011 年） 

4 位 スバル レガシィツーリングワゴン（2003～2009 年） 
5 位 BMW 3 シリーズツーリング（2005～2012 年） 

ランキングの半数を輸入車が占める点は都市圏な
らではの傾向です。 
 
 
 
 
 

●中国 
1位 トヨタ シエンタ（2003～2015年） 
2 位 トヨタ ヴェルファイア（2015 年～） 
3 位 ボルボ V60（2011～2018 年） 

4 位 マツダ RX-8（2003～2012 年） 
5 位 スバル レガシィツーリングワゴン（2003～2009 年） 

ミニバンやステーションワゴンなど、実用的なモデ
ルが上位に多数ランクインしています。 
 
 
 
 

●関西 
1位 マツダ RX-8（2003～2012年） 
2 位 トヨタ 86（2012 年～） 
3 位 BMW 3 シリーズ（2005～2011 年） 

4 位 BMW 5 シリーズ（2010～2016 年） 
5 位 ダイハツ コペン（2002～2012 年） 

RX-8、86、コペンなど、人や荷物を載せるよりも
楽しく走れることを重視したモデルが上位にランク
インしています。 
 
 
 
 

●四国 
1位 ジャガー Fペイス（2015年～） 

2 位 メルセデス・ベンツ GLC（2016 年～） 
3 位 マツダ アクセラスポーツ（2013 年～） 

4 位 ホンダ CR-Z（2010～2017 年） 
5 位 スバル レヴォーグ（2014 年～） 

輸入車が 1 位と 2 位を獲得しました。全体的に高
年式なモデルが中心にランクインしています。 
 
 
 
 

●九州・沖縄 
1位 マツダ アクセラスポーツ（2013年～） 
2 位 マツダ RX-8（2003～2012 年） 
3 位 レクサス GS ハイブリッド（2012 年～） 

4 位 BMW 3 シリーズ（2012 年～） 
5 位 アウディ TT（2006～2015 年） 

ハッチバック、クーペ、セダンと走行性能の高い乗
用タイプのモデルが人気です。 
 
 
 
 


